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はじめに 2

 今年度の運用容量算出における検討課題として、「調整力の広域調達に伴う運用容量への
影響と対応策」について検討を行うこととしている

 調整力広域化については、「需給調整市場検討小委員会」および「調整力の細分化及び広
域調達の技術的検討に関する作業会」において検討されている。

 そのうち、主にガバナフリー分を対象とする一次調整力の広域調達が実施された場合、運用
容量の算出に少なからず影響があることから、運用容量検討会において運用容量の算出に
係る課題と対応策について検討するものである。

 具体的には以下の課題について検討を行うこととするが、この他に検討が必要な事項が生じた
場合は適宜項目を追加する。

（１）ΔKWの確保枠とフリンジの扱い

（２）調整力偏在時の系統特性定数の扱いについて

 各項目の検討については、旗振り役の幹事会社を下表のとおりとし、東地域、中西地域およ
び事務局が協力して検討を行う。

 検討結果については、必要に応じ需給調整市場検討小委員会事務局と共有する。

検討項目 幹事会社

（１） ΔKWとフリンジの扱いについて 東京

（２） 調整力偏在時の系統特性定数の扱いについて 中部
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検討項目（１）ΔKWの確保枠とフリンジの扱い 4

【課題】ΔkWの確保枠とフリンジの扱いについて

 以下のような確保方法が考えられるが、どのように対応するべきか

（案①）ΔkWの確保枠とフリンジを別々に確保する

 「GF量を流す枠」という同じ目的の枠を二重で確保することとなる

（案②）ΔkWの確保枠とフリンジの大小により運用容量を変化させる

 ΔkWの確保枠とフリンジのいずれか大きい方を確保する

発電機の運転や電力
系統の電圧を安定に維
持できる連系線の潮流
の最大値

運用容量

フリンジ分

一次ΔkW確保枠

市場活用分

フリンジ分

一次ΔkW確保枠

【二次①～三次②と同様に考えた場合】 【フリンジ分と一次ΔkW確保枠のうち、大きい方を確保する
場合】

フリンジ分＞一次ΔkW確保枠
の場合の運用容量

フリンジ分＜一次ΔkW確保枠
の場合の運用容量

【前提】

 一次のΔkWを広域調達するということは、これまで当該エリアで確保していたΔkWを他エリアで確保するこ
ととなる

 ΔkWを広域調達することで連系線を流れる潮流が増減するため、連系線の容量確保が必要となる
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【前提】

 周波数維持限度値の算出には、系統特性定数を用いている

 系統特性定数は、発電機特性や負荷特性を考慮して算出したものである

 現在は各エリアで確保された調整電源等により調整力が供出されており、系統特性定数に織
込まれている

 需給調整市場にて調整力を広域調達した結果、調整力(ΔkW)が偏在する可能性がある

検討課題（２）調整力偏在時の系統特性定数の扱いについて

【課題】調整力偏在時の系統特性定数の扱いについて

以下のような論点が考えられるが、どのように対応するべきか

 系統特性定数を見直す必要はないか

 調整力が偏在化した状況下で連系線ルート断故障が発生した場合、調整力が殆ど無いエリアが発
生する可能性が考えられる

 こうした状況においては、現在使用している系統特性定数による計算結果は、実際の系統の挙動と
大きく異なり、系統特性定数を見直す必要があるのではないか

 系統特性定数を見直すためには、何が必要で、どのくらいの期間がかかるのか

 系統特性定数の代替となる無制御潮流の算出方法はないか
 その他、同期・電圧安定度制約への影響はないか

 運用容量の算定にあたり、調整力の偏在化による影響はないか



検討スケジュール 6

 現時点では、一次調整力（週間）は2024年度からの調達を目指し検討が進めら
れている。このため、2020年度中には各項目の結論を出すことを目指し以下のスケ
ジュールで検討を進めることとする。

2019 2020

9月検討会まで 12月検討会まで

課題に対する論点の洗い出し 論点の整理・検討 具体的な対応検討

今回
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